
Biotherapy投稿ならびに執筆規程

6．原稿枚数（400字詰原稿用紙）

　本誌はOfficial　Journal　of　Japan　Society　for　Biological

Therapy（日本バイオセラピィ学会）の機関誌です。投稿

論文につきましては，会員であるなしを問いません。生物

学的治i療，LAK，　CTL，　T皿，，　IFN，　CSF，インターロイキ

ン，TNF，細菌製剤，担癌宿主免疫能，局所BRM療法，

抗体治療Chemoimmunomodulation，遺伝子治療，その

他のBRMに密接に関係ある原著，症例などの論文で同内

容を他に印刷公表していない創意工夫・示唆に富んだ論文

を受付けます。

1．総説，特集，連載講座についてはすべて依頼原稿です。

　　Letter　to　the　Editorは，本誌に発表された論文に

　ついて反論あるいは賛成意見などを手紙形式（800字

　以内，図表なし）で述べるものです。

2．投稿論文の採否は編集委員会で決定します。不採用

　の論文は速やかに返却いたします。

　　なお，掲載順序は原則として採用受理順です。

3．原稿は2通（1部はコピーで結構ですが，写真は2通

　ともoriginal）お送り下さい。

4．掲載しました原稿（写真・図・表を含め）は返却いた

　しません。

5．論文の構成は，次の見出しでまとめて下さい。

　原著（ORIGINALS）：

　　　和文要旨

　　　英文要旨

　　　はじめに

　　　1．対　象（材料）・方法

　　　ll　．成績（結果）

　　　皿．考　察

　　　おわりに

　症例報告（CASE・REPORTS）：

　　　和文要旨

　　　英文要旨

　　　はじめに

　　　1．症　　例

　　　　　患　者

　　　　　主　訴

　　　　　既往歴

　　　　　家族歴

　　　　　飲酒歴，喫煙歴など

　　　　　現病歴

　　　　　入院時現症

　　　　　X線，CTなど各種検査所見など

　　　1［．臨床的ならびに病理学的検討

　　　皿．考　　察

　　　おわりに

　a）組み上り頁は図・表・写真などの大小により異なり

　　ますのでおおよその枚数です。図・表・写真は1枚

　　につき原稿用紙1枚に換算して下さい。

　b）共同執筆者は20名を超えないで下さい。

　c）英文要旨には250wordsの要旨の他にタイトル，著

　　贈名，所属名，5words程度のKey　wordsを必ず添

　　付して下さい。

　d）英文，和文要旨作成について

　　原著の場合

　　　目的（背景）Introduction一材料および方法一

　　　結果（成績）一結論（Conclusion）

　　症例報告の場合

　　　症例一臨床的・病理学的検討一結論（Conclu－

　　　sion）の順に書いて下さい。すなわち，論文の内

　　　容が要旨を読めば十分に把握できるように書いて

　　　下さい（例1V：Engl．　／．　Med．の抄録の書き方など

　　　をご参照下さい）。

　　　＊上記の和英要旨のない原稿は受理しかねますの

　　　　でご注意下さい。

　e）別刷の有料分は50部単位で作成いたします。

7．再投稿論文では，査読者のコメントに対する回答を

　　箇条書きにして，修正箇所がわかるようにして下さ

　　い。なお，再投稿までの期限を3か月以内とさせて

　　いただきますので，ご了承下さい。

8．タイトル・本文中，用字用語など編集委員会で修正

　　する場合があります。また，英文要旨も専門家に校

　　閲を依頼しており，修正していただく場合もありま

　　すのでご了承下さい。

9．特別掲載に関しては，掲載料を別途申し受けます。

　　詳細は編集部にお問い合わせ下さい。

10．筆頭著者と校正者および責任者が異なる場合は，そ

　　の旨を明記して下さい。また，上記校正者・責任者

　　が投稿後，所属先に変更があった場合は，必ずご連絡

　　下さい。

11．本誌掲載された論文の著作権は癌と化学療法社に帰

　　響いたします。なお，掲載後，電子媒体に掲載されま

　　す。

12．原稿は，簡易書留あるいは書留でお送り下さい。



1．原則的に原稿用紙（400字詰）にダブルスペースで

　ワードプロセッサーを使用して下さい。

　　お使いのフロッピーディスク，MO，　CD－Rなど（コ

　ピー済み，保存形式→テキスト形式）とプリントアウ

　　トした原稿を一緒にお送り下さい。また，使用され

　たコンピュータの機種（Macintosh・Windows）を

　明記願います（Windows　vistaをご使用の場合はそ

　の旨も明記して下さい）。

2．本文中，専門的な略語，薬剤名を使用する際は，初出

　時に正式名を書きそれに続いて略語を括弧内に示し

　て下さい。

　　例：biological　response　modifier（BRM），

　　　　Peplomycin　（PEP）

3．度量衡単位はmm，　cm，　mL，μL，　mg，％，℃などの

　CGS単位，数字は算用数字を用い，外国名は原語の

　ままで，ただし，日本語化している言葉はカタカナで

　表記して下さい。

4．文献の表記は必要最小限とし，引用順にして，本文中

　の引用箇所に肩番号をつけて下さい。書き方は次の

　形式を守って下さい。

　a）雑誌の場合

　　著者名（3名まで表記しそれ以上は・他，認磁と

　　省略）＝タイトル，誌名（医学中央雑誌あるいは

　　Index　Medicusに従う）巻：頁一頁，発行年．

　　　治験についてはヘルシンキ宣言に則して行われ

　　たものであること，動物実験は医学生物学的研究

　　に関する国際指針の勧告の主旨に沿ったものとし

　　ます。

　b）単行本の場合

　　著者名：タイトル．書名（編者あるいは著者名），

　　発行所，発行地網行年，頁一頁，

　〔例〕雑誌

　　1）今野弘之，金井俊和，田中達郎・他：VEGF中

　　　　和抗体による治療一BiotheraPy　l3：160－165，

　　　　1999．

　　2）　Taniguchi，　T．，　Matsui，　H．　Fujita，　T．　et　al．：

　　　　Molecular　analysis　of　the　lnterleukin’2　system．

　　　　ImmunoL　Rev．　92　：　121－133，　1986．

　　　単行本

　　3）新保敏和，鈴木徹臣，関口恭子・他：CD分類ハ

　　　　ンドブック（2000）一細胞の分化抗原（抗体）

　　　　に関する国際分類一（日本バイオセラピィ学

　　　　会・編），改訂第IV版癌と化学療法社，東京，

　　　　2003，　pp．1－548．

5．図，写真はそのまま使用できる鮮明なものを原則と

　して，本文とは別に添付し，文中に挿入位置を明示し

　て下さい。また，文字や矢印を記する場合はトレー

　シングペーパーをかけた上に明記して下さい。

6．図および表はでる順番に番号を附して下さい。

7．原色版（カラー）は原則として掲載いたしません。

　　ただし，カラー掲載ご希望の場合は製版，印刷の実

　費を申し受けます。

8．他の文献より文章・図・表などを引用される場合は，

　あらかじめ著作権者の了解を得て下さい。また，そ

　の際には，出典（著者名，書名く雑誌名〉，発行年，

　頁，発行所）を引用箇所に明示して下さい。

9．著者校正は原則として1回行います。以後は編集部

　に一任願います。

　個人情報保護法を受けて，症例報告を含む医学論文で患

者個人を特定できないようにする義務が課せられるように

なり，この度本誌として，以下の指針を作成しました。

1．患者個人の特定可能な氏名，入院番号，イニシャルま

　たは「呼び名」は記載しない。

2．患者の住所は記載しない。ただし，疾患の発生場所

　が病態などに関与する場合は区域までに限定して記

　載することを可とする（神奈川県，横浜市など）。

3．日付は年月までとし，日は記載しない。

4．すでに他院などで診断・治療を受けている場合，そ

　の施設名ならびに所在地を記載しない。

5．顔写真を提示する際には目を隠す。眼疾患の場合は，

　顔全体がわからないよう眼球のみの拡大写真とする。

6．症例を特定できる生検剖検，画像情報に含まれる番

　号などは削除する。

7。遺伝性疾患やヒトゲノム・遺伝子解析を伴う症例報

　告では「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理

　指針」（文部科学省，厚生労働省および経済産業省）

　（平成13年3月29日）による規定を遵守する。

原稿送付先：癌と化学療法社・Biotherapy編集室　宛

　　　　　　〒103－0027東京都中央区日本橋2－2－3リッシュビル2階
　　　　　　TEL　（03）　3278－0052　F，CD（　（03）　3281一（）435

　　　　　　E－mail　：　ccp＠blue．　ocn．　ne．　jp

mailto:ccp@blue.ocn.ne.jp

	t0678
	t0679

